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       日本精工株式会社 大津工場 
          滋賀県大津市晴嵐一丁目 16番 1号 
 

第７号 



日本精工の理念         
 NSKは、MOTION＆CONTROLを通じ、     

円滑で安全な社会に貢献し、地球環境の保全   

をめざすとともに、グローバルな活動によっ 

て、国を越えた人と人の結びつきを強めます。 
 
 
 
 

              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な環境自主行動項目 

地球温暖化防止 ●省エネルギー活動 
廃 棄 物 対 策 ●減量化 ●再資源化 
省  資  源 ●資材及び消耗品の削減 ●用水使用量の削減 
グリーン 調 達 ●環境負荷の小さい製品・部品・材料等の調達 
法・条例等順守 ●大気・水質・騒音・振動・悪臭・土壌汚染 
景 観 向 上 ●工場周辺の清掃 ●緑化 

ＩＳＯ１４００１認 証 
1999年 11月に認証を取得し、本年度４回目の更新審査を受診する予定です。 

日本精工（株）大津工場 環境方針 

 日本精工株式会社 大津工場は、琵琶湖と山々が連なる水と緑に恵まれた美しい景観のなかで、品質と技
術に秀でた玉軸受を主として製造する工場です。この豊かな自然と地球環境を保全するため、環境との
調和を事業活動の最優先課題の一つと位置づけ、次に掲げる環境活動を推進する。 
  
１．環境汚染の防止  
  環境関連の法規制及び条例等を遵守すると共に、技術的かつ経済的に可能な範囲で自主基準を設け、 
  環境汚染の防止に努める。 
２．環境負荷の低減 
  省資源、省エネルギー及び廃棄物の減量化・再資源化を推進し、環境負荷の低減をはかる。又、環境 
  負荷低減型の商品づくりを常に心がけ地球にやさしい製品・サービスを提供する。 
３．自然環境の保護 
  琵琶湖の大切さを認識し、自然環境の向上に努め、地域社会との調和をはかる。 
４．継続的改善 
  環境目的及び目標を定め、又見直し、環境マネジメントシステムと環境パーフォーマンスの継続的改 
  改善をはかる。 
５．環境啓発活動の推進 
  環境教育、広報活動を通じて全従業員及び関係委託業者に、環境方針を周知させるとともに意識の向  
  上をはかる。 
     この環境方針は、要求に応じて、社内外に公表する。 
                                作成・発行 2005年 7月 1日 
                                日本精工株式会社 大津工場 
                                   大津工場長 芝本 英之 



 

 

目　　標

 全調達品のグリーン購入

 原単位　前年度の１％減

 PRTR対象物質削減と製造管理規定の徹底

 全調達品のグリーン購入

 PRTR対象物質削減  PRTR対象物質削減

 リサイクル率99.9％

 廃棄物排出量の削減・埋立品廃止  廃棄物排出量の削減・埋立品廃止

 原単位　前年度の１％減

埋設地下タンク・配管の架空化

２００７年 ２００８年

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｼｽﾃﾑ活用による省エネ特高トランス高効率化

 省エネ設備、製品への転換
ｸﾞﾘｰﾝ調達

省エネ

廃棄物

汚染防止

化学物質
 PRTR対象物質削減と製造管理規定の徹底

 汚染事故「０」件  汚染事故「０」件

埋設地下タンク・配管の架空化

主な具体的施策　大津工場　　中期計画

 原単位　前年度の１％減

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｼｽﾃﾑ活用による省エネ

２００９年

 リサイクル率99 .9％の安定化

 廃棄物排出量の削減・埋立品廃止

 リサイクル率99.8％の安定化

 省エネ設備、製品への転換  省エネ設備、製品への転換

 汚染事故「０」件

埋設地下タンク・配管の架空化

 PRTR対象物質削減

 PRTR対象物質削減と製造管理規定の徹底

 全調達品のグリーン購入

1975

1976

1982

1991

1992

1993

1994

1995

1997

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

環境保全のあゆみ

滋賀県工場緑化コンクール受賞

ＮＳＫ地球環境委員会発足

滋賀県環境保全協会地域環境保全功労者受賞

大津市環境管理実施事業所認定

ＩＳＯ１４００１滋賀工場統合取得

環境保全協定締結

滋賀工場環境報告書第１号発刊

廃棄物管理内部監査

環境管理部設置（本社）

公害防止協定締結

環境関連工場規定制定

滋賀県環境保全協会環境保全優良事業所受賞

化学物質管理内部監査

ＮＳＫ環境方針制定 快適職場推進事業所認定

ＩＳＯ１４００１取得

滋賀工場ゼロエミッション達成

滋賀工場研削くず固形機全建屋設置完了

ＩＳＯ１４００１分割審査（大津・石部）

ＩＳＯ１４００１更新・２００４年版移行審査
各部署環境管理推進員

環境管理内部監査

空調燃料都市ガス化により地下埋設タンク４基廃止

環境管理推進組織

ＮＳＫ地球環境保全委員会

廃棄物部会
化学物質部会

エネルギー部会

工場環境管理委員会

事務局法的管理者

各部署代表環境管理委員



こ の  1 年 間 の主 な 環 境 保 全 の 取 組 み

熱処理連続炉洗浄装置の改善 煤煙油分回収

水質定期測定（地下水）１回/年 定期測定による監視

定期測定による監視

外部への油漏洩事故防止

水質定期測定（雨水・処理水）１回/月

土壌汚染防止

水質汚濁防止

工場内花壇の花植替え 景観向上

景観向上
緑化・美化

受付前花壇拡張

事務所前花壇拡張 景観向上

省エネﾙｷﾞｰ
地球温暖化

景観向上

研磨機油圧ﾎﾟﾝﾌﾟのｲﾝﾊﾞｰﾀｰ化 省エネ制御（C/D　616千円/年）

５号組立天井照明自動点滅化 省エネ制御（C/D　93千円/年）

２号トランス高効率化 省エネ（C/D　575千円/年）

高効率型蛍光灯への更新 省エネ制御（C/D　224千円/年）

吸収式冷温水機燃料転換（灯油→都市ガス） 二酸化炭素排出量削減（H17度比 544ﾄﾝ削減）

熱処理燃料転換（LPG→都市ガス） 二酸化炭素排出量削減（H17度比 392ﾄﾝ削減）

研削水地下ﾀﾝｸの内部塗装 漏洩防止

１号研削工程内の研削水ﾋﾟｯﾄ２重構造化

吸収式冷温水機の定期点検（2回/年） ﾒｰｶｰ定期点検による維持管理

漏洩時の土壌浸透防止

油水分離槽定期清掃（９箇所　２回/年） 定期清掃による維持管理

食堂ｵｲﾙﾄﾗｯﾌﾟ定期清掃（１回/月） 定期清掃による維持管理

熱処理焼入油の冷却装置屋内化

大気汚染防止

作業場・厚生施設等のｴｱｺﾝ更新 ｵｿﾞﾝ層破壊物質の削減（３２ｋｇ）

吸収式冷温水機の煤煙測定（2回/年） 定期測定による監視

分類 項目 目的・効果

熱処理連続炉洗浄装置の改造 煤煙油分回収
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廃 棄 物 の リ サ イ ク ル 率 推 移 監 視 測 定 （水質・大気・振動） 実 績 

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位とＣＯ２ｶﾞｽの排出 

水質（毎月外部検査機関にて測定）

4

0.5～5.1

0.5～2.9

0.6～2.1

0.7～1.2

油分（mg/ｌ）

窒素（mg/ｌ）

90

25

30

6.3～8.06.0～8.5 7.4～7.9

2 1.8ﾘﾝ（mg/ｌ）

規制値 自主基準値 実績

20

0.5～3.470

項目

ＰＨ

BOD（mg/ｌ）

浮遊物質（mg/ｌ）

5

40

大気（年２回外部検査機関にて測定）

吸収式冷温水機

金属加熱炉

金属加熱炉（ｋ値）

ばいじん

（g/m3Ｎ）

吸収式冷温水機ＳＯｘ

項目

ＮＯＸ

（ｐｐｍ）

金属加熱炉

規制値

180

該当設備なし

5 0.02未満

該当設備なし

8.76

0.3

煤煙発生施設

該当設備なし

0.05

実績

84

0.006吸収式冷温水機

自主基準値

120

騒音・振動測定（敷地境界にて２回/年測定）

自主基準値

70 65

基準値項 目 時間帯 測定値

騒 音

 6:00～ 8:00 65 60

18:00～22:00 70 65

52～5７

 8:00～18:00 53～57

55～57

20:00～翌6:00 60 55 53～55

振 動
 8:00～20:00 65 60 30～40

20:00～翌8:00 60 55 30～40



 

花 い っ ぱ い 運 動 の 推 進

           　　　 地    域   と   の   共   生

■発生時の身の安全確保から避難と点呼

■大津市ハシゴ車による３階屋上からの救出

■オープンハウスによる軸受組立工程見学と製品用途紹介

■地域自冶会への環境取組み説明会とグランド開放による
　 レクリエーション

■工場周辺琵琶湖畔と湖岸道路クリーン化

環 境 Ｉ Ｓ Ｏ の 推 進

■内部監査

■年間通して花が咲いています！

　　　　　　　　　　 震  災  訓  練 （避 難 と ハ シ ゴ 車 に よ る 救 出）

お問い合わせ先

　日本精工（株）大津工場

　総務労働課：077-537-1600


